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図 9　イメージング MS の高感度化を実現した三つの工夫
（Ⅰ）メディエーター分子の動物死後の分解を抑制する方法論，（Ⅱ）標的化合物の誘導体化，（Ⅲ）さらに多段階質量分析法の適用

の三つのストラテジーにより，従来に比べ遥かに高感度なイメージング MS を行うことができるようになった．

図 10　微量生理活性のイメージング MS が拓く，より実用的なライフサイエンスにおける応用
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愛するが，大きく

（Ⅰ）  メディエーター分子の動物死後の分解を抑制す

る方法7），

（Ⅱ） 標的化合物の誘導体化8），

（Ⅲ） さらに多段階質量分析法の適用9），

などにより，現在では，神経伝達物質や生理活性脂質，

ステロイドホルモンなど，低濃度で強力な生理活性を持

つメディエーター分子群のイメージング MS も比較的

容易になってきた．

8　終 わ り に

これまで生理活性脂質は分子本体の挙動を捉えること

が困難であった．今日の質量分析の技術革新と，また長

年培われた生化学の知識（特に動物試料の試料調整のノ

ウハウ）の統合により，個体動物中の生理活性脂質動態

をイメージングできる時代が到来している（図 10）．

さらにイメージング MS のような新しい分析技術の

応用に，生物学の研究者が参入することを期待したい．

精密な分析を厳密に行うことはもちろん重要である．本

稿で示したように，イメージング MS にはいまだ分析

化学として未熟な面が残されていることは否めないが，

その分研究者の工夫で新たなブレークスルーがもたらさ

れる余地がある．さらに，自身のライフサイエンス研究

の文脈で，適切なポジティブ/ネガティブコントロール

を用いた実験を組み立てることにより，生物学のクエス

ションに対する回答としては十分なクライテリアを満た

すデータを得ることが出来る（免疫染色やウエスタンブ

ロットという，必ずしも定量的でもなく，シグナル特異

性も高くはない技術を巧妙に利用するのがライフサイエ

ンスの原動力である）．分析化学としての技術的完成も

重要であるが，限られた技術リソースを巧妙に利用する

生物学実験に是非イメージング MS を組み入れてほし

いと思う．
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　「技術紹介」の原稿を募集しています

対象：以下のような分析機器，分析手法に関する紹
介・解説記事

	 1）分析機器の特徴や性能および機器開発に関わ
る技術，2）分析手法の特徴および手法開発に関
わる技術，3）分析機器および分析手法の応用例，
4）分析に必要となる試薬や水および雰囲気など
に関する情報・解説，5）前処理や試料の取扱い
等に関する情報・解説・注意事項，6）その他，
分析機器の性能を十分に引き出すために有用な情

報など
新規性：本記事の内容に関しては，新規性は一切問い
ません．新規の装置や技術である必要はなく，既
存の装置や技術に関わるもので構いません．ま
た，社会的要求が高いテーマや関連技術について
は，データや知見の追加などにより繰り返し紹介
していただいても構いません．

お問い合わせ先：
　　日本分析化学会『ぶんせき』編集委員会

〔E─mail : bunseki@jsac.or.jp〕
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